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運転期間延長許認可制度の制定に伴う追加の監視試験を行うため、電子ビーム溶接による監視試験片再生接

合技術を開発し［1］、適正な再生接合を行うために必要となる熱影響部幅 WHAZ と熱回復幅 WANL の測定を行う

とともに、狭い溶接部幅の HAZ 試験片でも再生試験片により評価可能であることを確認した。 
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1. 緒言 

運転期間延長認可制度の制定に伴いプラント運転期間の延長認可を受ける場合には、追加の監視試験が求

められており、そのために試験済みシャルピー衝撃試験片の未変形領域を活用した試験片の再生接合技術を

開発した［1］。本報告では、電子ビーム溶接を用いた試験片の再生接合技術の確立が示されており、本報告で

は狭い溶接金属幅の HAZ の場合における再生試験片の適用性を評価した。 

2. 実施内容 

2-1. 試験片再生に適用する電子ビーム溶接条件による熱影響部幅WHAZおよび熱回復幅WANLの測定 

未照射材及び照射材(中性子照射量 2.2×1018n/cm2(E＞1MeV))の低合金鋼を用いて電子ビーム溶接によりシ

ャルピー衝撃試験片を再生し、接合部の熱影響部幅 WHAZを測定した。熱影響部幅 WHAZを JEAC4201(2007)[2] 

C-2500 に規定された条件（接合部 3 ライン以上）を満足するように 4 ライン(1/4W、2/5W、3/5W、3/4W)で

評価した結果、WHAZ(4 ライン)=0.9mm と評価された(図 1)。また、JEAC4201(2007)[2] C-2600 に基づき、電子

ビーム溶接時の温度測定から解析によって算出した熱回復幅は W ANL＝1.2mm であった(図 2)。 

 

 

 

 

 

 

 

2-2. 狭い溶接金属幅の HAZ 試験片における再生試験片の適用性 

再生試験片によるシャルピー衝撃試験で形成される塑性域が再生前の試験による塑性域や再生接合部と干

渉しないことが規格で要求されている。そこで、狭い溶接金属幅の HAZ 試験片を評価対象とした再生試験片

を製作し、塑性域と再生接合部の干渉が回避可能であり、再生前と同等の吸収エネルギーが得られることを

確認した。 
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図 1 接合部の断面観察結果 図 2 熱回復パラメータと接合面からの距離の関係 
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